
　

去
る
10
月
26
日（
月
）に
当
所
の
政
策
委

員
会（
委
員
長 

村
山 

竹
則 

氏
）を
中
心
に

正
副
会
頭
、青
年
部
と
総
勢
13
名
で
岐
阜

県
中
津
川
市
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
岐
阜

県
駅（
仮
称
）及
び
中
部
総
合
車
両
基
地
の

工
事
現
場
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
に
情
報
・
意
見
交
換
会

と
し
て
中
津
川
商
工
会
議
所
に
て
桂
川
副

会
頭
を
は
じ
め
総
勢
７
名
よ
り
こ
れ
ま
で

の
中
津
川
商
工
会
議
所
と
し
て
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
岐
阜
県
駅
等
の
建
設
に
か
か

る
役
割
や
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、昼
食

懇
談
会
を
行
い
、参
加
者
か
ら
も
積
極
的

に
質
問
を
す
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
東
海
旅
客
鉄
道
㈱（
Ｊ
Ｒ

東
海
）様
、三
重
県 

地
域
連
携
・
交
通
部 

広
域
交
通
・
リ
ニ
ア
推
進
課
の
協
力
の
も

と
、現
在
工
事

が
進
ん
で
い
る

岐
阜
県
駅
と
中

部
総
合
車
両
基

地
の
工
事
現
場

の
視
察
を
行
い
、

現
在
の
進
捗
状

況
や
今
後
の
状

況
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

去
る
８
月
28
日（
金
）三
重
県
庁
に
て
、

一
見
知
事
に
対
し
、「
令
和
９
年
度
の
政

策
・
予
算
に
関
す
る
要
望
」が
実
施
さ
れ
、

三
重
県
商
工
会
議
所
連
合
会
か
ら
は
、

①�

中
小
企
業
等
の
持
続
的
成
長
と
経
営
基

盤
強
化

②
選
ば
れ
る
地
域
・
三
重
の
実
現

③
商
工
会
議
所
の
機
能
強
化

④
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
要
望
で
は
各
会

頭
よ
り
地
域
要
望
が
行
わ
れ
、川
森
会
頭

か
ら
は『
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
と
魅
力
強
化
』

を
テ
ー
マ
と
し
て

①�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
1
日
も
早
い
全

線
開
業
と
リ
ニ
ア
三
重
県
駅
位
置
の
早

期
確
定
の
促
進

②
地
域
内
道
路
の
整
備

③�

旅
行
環
境
変
化
に
伴
う
観
光
振
興
支
援

の
拡
充

④�

産
業
団
地
開
発
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
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三
重
県
商
工
会
議
所
連
合
会

三
重
県
知
事
要
望
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

先
進
地（
岐
阜
県
中
津
川
市
）視
察
を
開
催

国
道
１
号
関
バ
イ
パ
ス
・
鈴
亀
道
路

建
設
促
進
に
係
る
要
望
活
動
に
つ
い
て

　

去
る
10
月
19
日（
月
）三
重
県
庁
に
て
、

一
見
知
事
に
対
し
、「
一
般
国
道
１
号
関
バ

イ
パ
ス
と
鈴
鹿
亀
山
道
路
」の
建
設
促
進

に
関
す
る
要
望
が
櫻
井
亀
山
市
長
ら
と
実

施
さ
れ
ま
し
た
。中
部
圏
と
近
畿
圏
を
結

ぶ
交
通
の
結
節
点
と
し
て
災
害
時
の
物
資

輸
送
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、将
来

的
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
停
車

駅
と
し
て
県
内
外
の
各
所
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
道
路
へ
の
期
待
も
込
め
、早
期
建
設
に

向
け
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

〇�

一
般
国
道
1
号
関
バ
イ
パ
ス

・�

地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
効
果
の

発
揮
及
び
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

に
向
け
、国
道
1
号
関
バ
イ
パ
ス
の
事

業
化
区
間
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
三
重

県
か
ら
も
要
望
を
行
う
こ
と

・�

国
道
1
号
関
バ
イ
パ
ス
の
全
区
間
の
事

業
化
及
び
亀
山
IC
に
接
続
す
る
路
線
の

円
滑
な
輸
送
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
渋
滞

対
策
を
は
じ
め
各
種
対
策
を
講
じ
る
よ

う
三
重
県
か
ら
も
要
望
を
行
う
こ
と

〇
鈴
鹿
亀
山
道
路

・�

新
名
神
高
速
道
路
と
一
体
的
に
機
能
す

る
高
規
格
道
路『
鈴
鹿
亀
山
道
路
』の
整

備
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。
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去
る
９
月
25
日（
金
）、亀
山
商
工
会
館

に
て
、㈱
ジ
ッ
ト 
石
崎 

一
之
進
氏
、㈱

三
十
三
総
研 
伊
藤 
綾
香
氏（
と
も
に
中

小
企
業
診
断
士
）を
講
師
に
お
招
き
し
、

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、30

～
60
代
の
開
業
予
定
者
17
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、当
所

の
会
員
起
業
家
の
中
で
、醤
の
力 

渡
邉 

義
文
氏
、Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｙ 

山
崎 

翔
真
氏
、Ｅ

ｃ
ｒ
ａ
ｎ+ 

中
村 

蘭
氏
の
３
名
を
ゲ
ス

ト
で
お
招
き
し
、創
業
者
の
生
の
声
と
し

て
の
体
験
談
を
は
じ
め
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
の
お
話
も
お
聞
き
頂
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、真
剣
な
表
情
で
、皆
さ
ん
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、当

所
で
は
そ
れ
に

引
き
続
き
、10

月
４
日
を
皮
切

り
に
、毎
週
日

曜
日
、４
回
に

渡
り
、創
業
ス

ク
ー
ル
も
開
校

す
る
な
ど
、今

後
と
も
亀
山
市

内
で
の
創
業
を

支
援
し
て
参
り

ま
す
。

　

去
る
10
月
14
日（
水
）に
当
所
に
て
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会（
部
会
長 

伊
藤 

陽
一
朗 

氏
）の
主
催
で
中
小
企
業
診
断
士
の
石
崎 

一
之
進 

氏
を
お
招
き
し
、『
明
日
か
ら
出

来
る
！
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
19
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、こ

の
数
年
で
急
速
に
普
及
し
始
め
た
生
成
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
、ま
ず
は
基
本
的
な
知
識
を

お
さ
ら
い
し
た
後
、ど
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
を

使
う
か
、自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ
う
に

Ａ
Ｉ
に
動
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ

う
に
プ
ロ
ン
プ
ト（
指
示
）を
出
せ
ば
良
い

か
等
を
具
体
的
な
事
例
を
使
っ
て
学
び
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
セ
ミ
ナ
ー
終
盤
で
は
Ａ
Ｉ
を
更

に
発
展
的
に
活
用
し
た
事
例
を
聞
い
て
い

た
だ
き
、参
加
者
の
皆
様
も
興
味
深
い
様

子
で
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

カ
メ
ヤ
マ
創
業
ス
ク
ー
ル

（
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
）を
開
催

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
主
催『
明
日
か
ら

出
来
る
！
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

　

工
業
部
会（
部
会
長 

渡
邊 

尚
俊
氏
）で

は
、去
る
10
月
16
日（
金
）、亀
山
商
工
会
館

に
て
、幹
事
会･

研
修
事
業
と
し
て（
一
社
）

東
海
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事（
中
小
企

業
診
断
士･

技
術
士
）水
間 

郁
夫
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
の
Ａ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、多
数
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
幹
事
会
で
は
、亀
山
市
よ
り
、亀
山

市
工
場
立
地
市
準
則
条
例
に
つ
い
て
、次

に
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
製
造
業
Ａ
Ｉ
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
最
前
線
」と
題
し
、

昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
の
中
で
、製

造
現
場
で
の
Ｄ
Ｘ
対
応
等
に
加
え
て
、近

年
、目
覚
ま
し
い
進
歩･

発
展
を
続
け
て

い
る
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト･

フ
ィ

ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
の

今
後
の
展
望
等
、

生
産
性
向
上
の

た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、事
例
を

交
え
た
貴
重
な

お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、真

剣
な
表
情
で
、講

師
の
お
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

令
和
８
年
度 

工
業
部
会

（
幹
事
会･

Ａ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
）を
開
催

　

当
所
で
は
、地
域
課
題
の
解
決
や
中
小
・

小
規
模
事
業
者
育
成
の
た
め
、金
融
・
税

務
・
労
務
等
の
基
礎
的
支
援
や
情
報
化
、地

域
資
源
活
用
、商
工
業
振
興
等
、地
域
に
根

ざ
し
た
諸
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

亀
山
市
内
で
事
業
を
営
む
商
工
業
者
の

方
で
し
た
ら
、個
人
・
法
人
・
団
体
及
び
規

模
・
業
種
を
問
わ
ず
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
会
費
は
、個
人
８
，０
０
０
円
以
上
、

法
人
１
３
，０
０
０
円
以
上
で
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
お
取
引
先
・
お
知
り
合

い
で
ま
だ
ご
入
会
を
い
た
だ
い
て
い
な
い

事
業
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、是
非
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

会
員
入
会
紹
介
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

新 入 会 員 紹 介
事業所名 所在地 営業内容
　（工業部会）
㈱ＤＥＦＧＲＩＴ 川崎町 産業機器設計、製造
　（交通運輸部会）
吉井運送㈱ 田村町 一般貨物自動車運送業
　（建設部会）
柴屋 和田町 庭木の剪定
nao建築設計事務所 阿野田町 建築設計事務所
　（観光サービス部会）
居酒屋３６６ 野村四丁目 酒場
亀山まままま絶頂サウナ 関町坂下 サウナ
NOOR SKIN SALON 東御幸町 フェイシャルエステ
　（庶業部会）
黄　純子 東京都府中市宮町 翻訳業
㈱亀山法務コンサルタント 本町三丁目 コンサルタント業
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「
三
重
県
最
低
賃
金
」が
10
月
１
日
か
ら

１
時
間
あ
た
り
１
１
４
３
円
と
な
り
ま
し

た
。「
三
重
県
最
低
賃
金
」は
、三
重
県
内
で

働
く
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
者
等
の

名
称
及
び
年
齢
を
問
わ
ず
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、ガ
ラ
ス
製
品

製
造
業
等
の
特
定
の
産
業（
７
業
種
）に
該

当
す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、特

定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、そ
れ
ら
が
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、派

遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、派
遣
先
の
地
域

別
最
低
賃
金
又
は
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、月
給
の
場
合
は
時
間
額
に
換
算
し
、時

間
額
１
１
４
３
円
以
上
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※�

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、通

常
の
労
働
時
間
、労
働
日
に
対
応
す
る

賃
金
に
限
ら
れ
ま
す
。実
際
に
支
払
う

賃
金
か
ら
次
の
賃
金
を
除
外
し
た
も
の

が
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
精
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当

②
時
間
外
、休
日
及
び
深
夜
割
増
賃
金

③
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

【
お
問
合
せ
先
】

　

三
重
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

℡
０
５
９‐

２
２
６‐

２
１
０
８

　

国
税
庁
は
、毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
を「
税
を
考
え
る
週
間
」と
し
て
い
ま

す
。暮
ら
し
を
支
え
る
税
に
つ
い
て
、こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
で
税
に
関
す
る
情
報
や
国

税
庁
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
番
組「W

eb

‐T
A

X

‐T
V

」を
配

信
し
て
い
ま
す
。

◆
表
彰
式
・
展
示

①
日　

時　

令
和
８
年
11
月
15
日(

日)

　
　
　
　
　

13
時
45
分
～
15
時
45
分

②
場　

所　

鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

１
Ｆ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

③
内　

容　

・�「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

・�「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
標

語
」表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

・
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

・�

税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
及
び
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

※�

作
品
展
示
は
11
月
16
日(

月)

か
ら
11
月

29
日(

日)

ま
で
、鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー
１
階

東
入
口
特
設
会
場
で
行
い
ま
す
。

④
主　

催　

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会

【
お
問
合
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人 

鈴
鹿
法
人
会

℡
０
５
９‐

３
８
３‐

７
５
６
１

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
８
年
10
月
23
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、所
得

税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
改
正
は
、原
則
と
し
て
、令
和

８
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
ま
す
。そ
の
た
め
、令
和
８
年
12
月
に
行

う
年
末
調
整
な
ど
、令
和
８
年
12
月
以
後

の
源
泉
徴
収
事
務
に
変
更
が
生
じ
ま
す
。

従
業
員
へ
の
確
認
事
項
の
増
加
や
書
類
の

様
式
変
更
・
追
加
に
よ
り
年
末
調
整
の
複

雑
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
の
ご

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
改
正
の
概
要

①
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ
等

⑴
基
礎
控
除
の
見
直
し

　

最
大
で
95
万
円
→
104
万
円
へ
改
正

⑵
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　

�

最
低
保
障
額
が
65
万
円
→
74
万
円
へ

改
正

⑶
扶
養
親
族
等
の
所
得
要
件
の
改
正

　

�

基
礎
控
除
の
改
正
に
伴
い
、扶
養
控
除

等
の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
等
の
所
得

要
件
が
改
正

②�
年
齢
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
有
す
る

場
合
の
生
命
保
険
料
控
除
の
特
例

⑴�

新
生
命
保
険
料
に
係
る
一
般
生
命
保
険

料
に
つ
い
て
、年
齢
23
歳
未
満
の
扶
養

親
族
を
有
す
る
場
合
の
一
般
生
命
保
険

料
控
除
の
創
設

⑵�

旧
生
命
保
険
料
及
び
⑴
の
適
用
が
あ
る

新
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
の
一

《
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
ご
案
内

般
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用
限
度
額
が

６
万
円
へ
改
正

※�

年
末
調
整
の
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
】

　

年
末
調
整
が

よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ

三重労働局は

お問い合わせ

11月 「労働保険未手続事業一掃強化期間」です

正社員、パート、アルバイトなどの名称や雇用形態に関わらず、労働者を
一人でも雇っている事業場は、労働保険の成立手続を行う義務 があります。

労働保険の成立手続きがお済みでない事業場は、
三重労働局又は、最寄りの労働基準監督署へ相談 してください。

事業主のみなさま
　　 労働保険の成立手続はおすみですか？

三重労働局労働保険徴収室　℡059-226-2100
又は、最寄りの労働基準監督署、公共職業安定所(ハローワーク)へ

本
年
の
年
末
調
整
に
お
い
て
基
礎
控
除
の

見
直
し
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

三
重
県
最
低
賃
金
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
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9
月
例
会
を
開
催

　

去
る
9
月
15
日（
火
）バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
鈴

鹿
峠
に
て
、9
月
例
会
を
Ｔ
Ｙ
Ｎ
委
員
会

（
委
員
長 

伊
藤 

拓
摩
）の
担
当
で
開
催
し

ま
し
た
。当
日
は
、入
会
候
補
者
を
含
む
青

年
部
会
員
35
名
、粉
蝶
会
会
員
24
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、ま
ず
例
会
前
に
ロ
ー
モ
ン
ド

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
、有
志
に
よ
る

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
な
が
ら
、青
年
部
会
員
と
粉

蝶
会
会
員
の
親
睦
を
よ
り
深
め
、和
や
か

な
雰
囲
気
で
例
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、例
会
で
は
、参
加
者
同
士
歓

談
を
楽
し
み
、余
興
で
は
バ
ル
ー
ン
フ
ァ

イ
ト
が
行
わ
れ
、終
始
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。既
存
会
員
だ
け
で
な
く
、昨
年

度
よ
り
多
数
入

会
し
た
新
入
会

員
も
、普
段
あ

ま
り
交
流
す
る

機
会
が
な
か
っ

た
粉
蝶
会
の
先

輩
方
と
積
極
的

に
交
流
す
る
様

子
が
見
ら
れ
、

青
年
部
全
体
の

成
長
に
つ
な
が

る
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し

た
。

会
員
委
員
会
事
業『
南
座
観
劇
』を
開
催

　

去
る
９
月
８
日(

火)

に
当
所
女
性
部
の

会
員
委
員
会
事
業「
京
都
南
座『
流
白
浪
燦

星（
ル
パ
ン
三
世
）』

観
劇
」を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
参
加
者

23
名
で
迫
力
あ
る

舞
台
を
体
験
し
、感

動
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

観
劇
後
は
雨
も

上
が
り
、南
座
周

辺
の
商
店
街
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。

三
重
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

総
会（
名
張
大
会
）へ
参
加

　

去
る
10
月
２
日(

金)

に
名
張
市
の
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ア
に
て
令
和
８
年

度
三
重
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総

会(

名
張
大
会)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当

会
か
ら
は
８
名
が

出
席
し
、各
議
案

も
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
会
場
の
物

産
展
で
は
、名
張

の
名
産
品
の
数
々

を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

4　60×82（カラー）しんぽくん・みらいちゃん
QRモノクロ

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

みえ　みらい ちゃん みえ　しんぽ くん

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1日（日）
4日（水）
15日（日）
16日（月）
24日（火）

4日（金）
11日（金）
14日（月）
16日（水）
28日（月）

11月

12月

青年部11月例会
女性部研修委員会事業
第174回簿記検定
青年部役員会
庶業部会／幹事会
経済金融セミナー

三重県知事経済講演会
青年部役員会・臨時総会
女性部役員会
記帳継続指導
御用納め

会報誌折込チラシ・広告掲載募集しています
●折込チラシ同封サービス

1回 A4判1枚 11,000円（税込)

※詳しい内容は広報担当　塚田・樋口まで

当所会報誌（奇数月1日発行）にあなたの事業所の商品
・サービス等の掲載チラシを同封し、当所会員事業所及
び関係団体約1,000件にお届けします。

●広告掲載サービス

1回 1/8ページ 5,500円（税込)～

当所会報誌（奇数月1日発行）にあなたの事業所の広告
を掲載します。
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